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目
標
を
持
っ
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辛
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く
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る
年
に
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若い
技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

を
牽
引
し
て
い
る
の
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
需
要
で
し
ょ

う
。
今
、
日
本
全
国
で
訪
日
外

国
人
旅
行
者
が
増
え
、
観
光
業

を
始
め
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
が

活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
都
内

の
観
光
名
所
も
外
国
人
旅
行
者

で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
日
本
で
働
く
外
国
人
も
多

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
我
々
タ
イ
ル
業
界
も
人

手
不
足
を
補
う
た
め
に
、
タ
イ

ル
業
界
の
全
国
団
体
で
あ
る
日

タ
煉
・
全
タ
協
が
、
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
を
有
す
る
外
国

人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
事
を

目
的
に
し
た
制
度
に
加
盟
し
ま

し
た
。
ま
た
外
国
人
が
特
定
技

能
1
号
の
資
格
を
取
る
た
め
の

技
能
検
定
等
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
他
大

き
な
企
業
で
は
、
人
手
不
足
を

克
服
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
等
へ
の
投
資
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
労
働
者
の
人
手
不

足
の
問
題
に
む
け
た
取
り
組
み

が
、
今
年
も
全
産
業
で
進
め
ら

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
東
タ
協
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。

昨
年「
化
学
物
質
管
理
者
講
習
」

や
「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者

講
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
私

は
か
ね
て
よ
り
タ
イ
ル
工
事
会

社
か
ら
派
遣
さ
れ
講
習
を
受
け

に
来
た
方
に
、
こ
う
い
う
機
会

を
活
用
し
ぜ
ひ
受
講
者
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
仕
事
に
役
立
て
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
講
習
会
の
開
催
等
組
合
と

し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
支
部
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
で
す
。
当
組
合
に
は
現

在
11
の
支
部
が
あ
り
ま
す
が
支

部
員
が
一
人
で
あ
っ
た
り
、
支

部
長
が
不
在
の
支
部
が
あ
っ
た

り
と
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
協
同
組
合
で
は
、
１
月
23
日

（
木
）、
午
後
5
時
30
分
よ
り
、

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
千
代
田
区

九
段
北
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
（
＝
私
学
会
館
）
に
て
開
催

し
た
。

　

こ
の
日
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

は
堀
越
総
務
部
長
の
司
会
、
戸

村
副
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
ま
ず
上
島
理
事
長
が

新
年
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
乙
・
巳
（
き

の
と
・
み
）
で
「
努
力
を
重
ね

物
事
を
安
定
さ
せ
る
」
と
い
う

意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
結
果
が
出
ず
と
も
焦
ら
ず

粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
で
望

む
結
果
に
近
づ
き
ま
す
。
ぜ
ひ

目
標
を
持
っ
て
辛
抱
強
く
頑
張

る
年
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
昨
年
来
、
原
材
料
価
格

の
高
止
ま
り
、人
件
費
の
上
昇
・

慢
性
的
な
人
材
不
足
と
働
き
方

改
革
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
な
ど
建
設
業
が
抱
え
る

課
題
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
状
況
下
に
お
い

て
は
、こ
の
現
状
認
識
の
中
で
、

施
工
業
者
と
発
注
者
が
適
切
な

工
期
の
あ
り
方
を
共
有
し
、
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
都
度

対
応
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が

業
界
の
商
習
慣
と
な
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
他
産
業

と
の
厳
し
い
人
材
獲
得
競
争
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
有
意
な
人
材
を
獲
得
す
る

に
は
、
建
設
工
事
現
場
に
従
事

す
る
者
の
処
遇
の
改
善
が
益
々

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
業
界
を
挙
げ
た
取
り
組
み

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
ほ
ぼ
終
結
し
、

日
常
を
取
り
戻
し
た
日
本
経
済

今
年
、
支
部
の
再
編
を
お
こ
な

い
、
支
部
活
動
ひ
い
て
は
組
合

活
動
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
技
能
検
定
そ
し
て
技

能
五
輪
全
国
大
会
と
い
っ
た
職

業
能
力
促
進
事
業
に
も
こ
れ
ま

で
同
様
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
技
能
検
定
や
技

能
五
輪
全
国
大
会
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
手
の
育
成

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
実
現
し
て
ゆ
く
年
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

続
い
て
、来
賓
の
協
賛
企
業
、

メ
ー
カ
ー
・
商
社
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
、
代
表
し
て
、
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
タ
イ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
営
業

部
の
吉
田
氏
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
戸
建
て
住
宅
等
の
着
工
実

績
、
四
月
期
ま
で
の
予
測
数
字

を
交
え
タ
イ
ル
業
界
の
現
状
を

話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
令
和
６
年
度
日
タ

煉
技
能
検
定
優
秀
合
格
者
表
彰

の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
令

和
６
年
の
技
能
検
定
２
級
で
優

秀
な
成
績
で
合
格
し
た
、
㈲
原

田
左
官
工
業
所
の
下
村　

玲
さ

ん
に
日
タ
煉
会
長
表
彰
が
贈
ら

れ
た
。

　

表
彰
状
を
手
に
下
村
さ
ん
は

緊
張
の
面
持
ち
で
感
謝
の
意
を

込
め
挨
拶
し
た
。

「
本
日
は
こ
の
よ
う
な
形
で
表

彰
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

タ
イ
ル
技
能
検
定
２
級
を
受

験
す
る
準
備
を
通
し
て
、
墨
出

し
か
ら
タ
イ
ル
張
り
ま
で
を
一

人
で
行
う
こ
と
で
、
今
ま
で
あ

や
ふ
や
だ
っ
た
、
あ
ま
り
解
っ

て
い
な
か
っ
た
部
分
も
多
く
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
た
様
に
思

い
ま
す
。基
本
的
な
手
順
か
ら
、

時
間
内
に
よ
り
早
く
作
業
を
行

え
る
と
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
り
き
れ
い
に
タ
イ
ル
を
張

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
っ

た
事
を
考
え
て
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
姿
勢
を
大
事

に
し
て
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。」

　

続
い
て
、
狩
野
理
事
に
よ
る

「
タ
イ
ル
需
要
の
減
少
や
人
材

不
足
と
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
年
１
年
タ
イ
ル
業
界
が

い
っ
そ
う
栄
え
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
声
高
ら
か
な
乾
杯
の
音

頭
で
交
歓
の
幕
が
上
が
っ
た
。

協
賛
企
業
・
メ
ー
カ
ー
商
社
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
の
輪
が
広
が

り
、
歓
談
、
有
意
義
な
情
報
交

換
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
よ
る

商
品
の
紹
介
も
あ
り
、
盛
り

上
っ
た
宴
も
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
伊
藤
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と
な
っ

た
。

上島理事長

開会　戸村副理事長

LIXIL　吉田氏

技能検定優秀合格者表彰
乾杯　狩野理事

閉会　伊藤副理事長

第
六
十
七
回
通
常
総
会

日　

時　

五
月
二
十
一
日
（
水
）

受　

付　

一
五
時
〇
〇
分

開　

会　

一
五
時
三
〇
分

総
会
懇
親
会

受　

付　

一
六
時
三
〇
分

開　

会　

一
七
時
〇
〇
分

場　

所　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

総　

会　
７
階　

白
根

懇
親
会　
４
階　

鳳
凰

盛り上がった新年賀詞交歓会
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令
和
６
年
度
第
５
回
理
事
・

支
部
長
合
同
会
議
は
、
令
和
７

年
２
月
６
日
（
木
）「
こ
く
ほ

21
」
４
階
協
用
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。（
以
下
、
敬

称
略
）

【
出
席
者
】

[

理　

事] 

上
島
、伊
藤
、戸
村
、

狩
野
、
山
下
、
松
本

[

監　

事] 

葭
原

【
欠
席
者
】

[

理　

事] 

堀
越
、土
屋
、澄
川
、

突
川
、
和
田

[

支
部
長] 

矢
部
、斗
澤
、古
澤
、

小
林
、
宮
崎
、
加
藤

　

会
議
冒
頭
上
島
理
事
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
上
島
理

事
長
が
本
会
議
の
座
長
に
付

き
、
組
合
本
部
、
事
業
部
か
ら

以
下
の
報
告
と
提
案
が
あ
っ

た
。

⑴
支
部
組
織
再
編
に
つ
い
て

　

組
合
本
部
支
部
再
編
案
に
つ

い
て
審
議
。
支
部
再
編
後
の
役

員
定
数
に
つ
い
て
協
議
。 

⑵
国
民
健
康
保
険
、
茨
城
県
支

部
に
関
す
る
報
告

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
の
変
更

に
つ
い
て

　

通
信
費
の
削
減
に
つ
い
て

⑶
事
務
局
の
運
営
に
つ
い
て　

　

事
務
職
員
と
の
面
談
意
見
聴

取
を
実
施

⑷
技
能
検
定
委
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
、
現
状
の
処
遇
に
つ

い
て
報
告

⑸
新
入
会
員
の
件
（
入
会
申
請

の
承
認
）

第
５
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

第
５
回
、
第
６
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議
を
開
催

　

第
６
回
理
事
・
支
部
長
合
同

会
議
は
、
３
月
13
日
（
木
）
に

「
こ
く
ほ
21
」
４
階
協
用
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。（
以
下
、

敬
称
略
）

【
出
席
者
】

[

理　

事] 

上
島
、伊
藤
、戸
村
、

堀
越
、
山
下
、
松
本

[

監　

事] 

葭
原

[

支
部
長] 

中
川
（
修
）、
加
藤

【
欠
席
者
】

[

理　

事] 

狩
野
、土
屋
、澄
川
、

突
川
、
和
田

[

支
部
長] 

矢
部
、斗
澤
、古
澤
、

小
林
、
宮
崎

　

会
議
冒
頭
上
島
理
事
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
上
島
理

事
長
が
本
会
議
の
座
長
に
付

き
、
組
合
本
部
、
事
業
部
、
支

部
か
ら
以
下
の
報
告
と
提
案
が

あ
っ
た
。

第
６
回
理
事
会
・
支
部
長
合
同
会
議

⑴
令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

⑵
技
能
五
輪
全
国
大
会
及
び

２
０
２
８
年
国
際
大
会
愛
知
大

会
に
つ
い
て

⑶
広
報
「
東
タ
煉
協
報
」

２
７
６
号
（
４
月
号
）
掲
載
の

支
部
報
告
、
事
業
部
報
告
の
原

稿
の
依
頼

⑷
あ
ん
し
ん
財
団
保
険
給
付
に

つ
い
て

⑸
新
入
会
員
に
つ
い
て
報
告

⑹
技
能
検
定
委
員
に
つ
い
て

（
前
回
会
議
か
ら
の
継
続
協
議

事
項
）

⑺
事
務
局
出
向
者
の
費
用
の
支

出
に
つ
い
て

⑻
支
部
再
編
に
つ
い
て
（
前
回

会
議
の
確
認
）
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３
月
21
日
（
金
）
西
巣
鴨
の

「
成
光
園
」
に
て
、
令
和
６
年
度

最
後
の
支
部
会
を
開
催
し
13
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
タ
イ
ル
組

合
で
は
組
合
員
の
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
組
合

本
部
で
は
支
部
の
統
合
を
含
め

た
再
編
に
つ
い
て
の
議
論
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

開
催
し
た
今
回
の
支
部
会
に

は
、
荒
川
支
部
の
宮
崎
支
部
長

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
現
状

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
タ
イ
ル
業
界
は
全
国

的
に
職
人
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
組
合
員
の
減
少
は
そ

の
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
組
合
本
部
が
進
め
て
い
る

支
部
組
織
の
再
編
と
い
う
手
段

を
通
し
て
、
組
織
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

堀
越
孝
志　

記

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
深
川
不

動
堂
（
江
東
区
富
岡
／
東
京
メ

ト
ロ
・
門
前
仲
町
）
の
安
全
祈

願
の
護
摩
祈
祷
を
２
月
14
日

（
金
）
午
後
５
時
よ
り
受
け
て

き
ま
し
た
。
以
前
は
九
月
に
祈

祷
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
２
月
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

出
席
者
は
、
上
島
理
事
長
を

筆
頭
に
、
伊
藤
副
理
事
長
、
戸

村
副
理
事
長
、
狩
野
理
事
、
山

下
理
事
、
葭
原
監
事
の
役
員
と

事
務
局
、
そ
し
て
今
回
も
広
報

紙
の
取
材
を
か
ね
て
ゲ
ス
ト
参

加
し
た
日
タ
煉
の
増
田
事
務
局

長
を
含
め
た
８
名
で
、
工
事
の

安
全
と
タ
イ
ル
業
界
の
商
売
繁

昌
を
祈
願
し
、
本
殿
で
お
祓
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

護
摩
は
古
代
イ
ン
ド
の
儀
礼

「
ホ
ー
マ
ー
」
を
起
源
と
す
る

真
言
密
教
の
秘
法
で
す
。
ご
本

尊
不
動
明
王
の
ご
宝
前
に
設
け

ら
れ
た
護
摩
壇
に
さ
ま
ざ
ま
な

供
物
と
、
私
た
ち
の
煩
悩
を
象

徴
す
る
護
摩
木
を
く
べ
て
、
ご

本
尊
に
捧
げ
ま
す
。
燃
え
さ
か

る
火
災
は
不
動
明
王
の
智
慧
そ

の
も
の
で
あ
り
、
煩
悩
を
清
ら

か
な
願
い
へ
と
高
め
て
成
就
さ

せ
る
力
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

混
迷
を
深
め
る
政
治
・
経
済
、

緊
張
の
続
く
国
際
問
題
や
打
ち

続
く
自
然
災
害
な
ど
数
多
の
危

機
的
状
況
か
ら
未
だ
脱
し
き
れ

ず
、
ま
だ
ま
だ
続
く
困
難
な
状

況
を
乗
り
切
る
こ
と
を
祈
願
し

護
摩
を
焚
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
響
き
渡
る
大
太
鼓
の
音
は

こ
の
状
況
を
一
気
に
吹
き
飛
ば

す
よ
う
で
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

　

深
川
不
動
堂
は
、
成
田
山
新

勝
寺
の
東
京
別
院
を
称
す
る
由

緒
あ
る
不
動
堂
で
、
古
く
か
ら

「
深
川
の
お
不
動
様
」
と
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
不
動
尊
信
仰

の
広
ま
っ
た
江
戸
・
元
禄
時
代

に
ご
開
創
の
起
源
を
も
ち
、
成

田
山
の
ご
本
尊
を
江
戸
に
捧
持

し
特
別
拝
観
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
厳
か
な
気
持
ち
で
令

和
７
年
も
無
事
に
過
ご
せ
る
よ

う
祈
念
し
ま
し
た
。

深
川
不
動
堂
に
て
安
全
祈
願

●
豊
島
支
部

　

令
和
６
年
度
最
後
の
支
部
会
を
開
催

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
資
材
・
技
術
部
の
事
業

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
か
ら
の
資
材
の

高
騰
が
続
い
て
お
り
、
生
活
必

需
品
の
値
上
げ
も
つ
づ
い
て
い

ま
す
。
特
に
主
食
で
あ
る
お
米

の
販
売
価
格
の
上
昇
は
目
に
余

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、

お
米
の
収
穫
量
は
例
年
並
み
か

そ
れ
以
上
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
店
頭
に
お
米
が
不
足
し

て
大
き
な
値
上
げ
に
な
る
と
は

不
思
議
な
話
で
す
。
お
米
の
価

格
の
件
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
先
の
読
め
な
い
世
の

中
の
流
れ
が
、
今
年
も
日
本
の

み
な
ら
ず
国
際
社
会
で
も
続
き

そ
う
で
す
。

　

一
方
わ
が
業
界
は
と
い
う

と
、
建
築
費
が
上
昇
す
る
中
で
、

タ
イ
ル
工
事
の
単
価
は
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
受
注
価
格
の
値
上
げ
で
は

な
く
、
値
戻
し
を
し
て
、
施
工

費
の
見
直
し
へ
安
定
し
た
経
営

へ
と
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
の
事
業
・

技
術
部
の
主
要
事
業
で
あ
り

ま
す
資
材
購
入
の
実
績
で
す

が
、
株
式
会
社
タ
カ
ボ
シ
様
、株

式
会
社
生
田
化
研
様
と
組
合

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
令

和
６
年
度
の
売
上
の
総
額
は

６
５
６
万
８
千
円
と
な
り
、５
万

円
余
を
組
合
費
の
一
部
と
し
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
組
合
員
の
皆

様
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
良

い
資
材
を
、
よ
り
多
く
購
入
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。 
記
・
澄
川　

孝
美

　

第
31
回
「
建
築
・
建
材
展

２
０
２
５
」（
主
催　

日
本
経

済
新
聞
社
）
が
３
月
４
日
（
火
）

か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
4
日

間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
建
築
設
計
事

務
所
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
・
工
務

店
・
リ
フ
ォ
ー
ム
業
な
ど
に
向

け
て
、
各
種
建
材
、
設
備
機
器
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
工
法
、
関
連

サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
紹
介
す

る
国
内
有
数
の
建
築
総
合
展
で

す
。

　

タ
イ
ル
関
係
で
は
愛
知
県
多

治
見
市
の
タ
イ
ル
製
造
メ
ー

カ
ー
も
出
展
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。。

　

私
は
初
日
に
訪
問
し
た
の
で

す
が
、
多
治
見
市
美
濃
焼
タ
イ

ル
振
興
協
議
会
の
名
古
屋
の
大

学
生
に
よ
る
タ
イ
ル
ア
ー
ト
制

作
風
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
な
か
な
か
の
出
来
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
担
い
手
不
足

の
昨
今
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

風
景
を
見
ま
す
と
心
が
和
む
思

い
が
し
ま
し
た
。

　

約
20
数
社
の
商
社
や
メ
ー

カ
ー
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
タ
イ

　

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合
の

元
理
事
長
で
、（
株
）
ナ
リ
マ
ス
ヨ
シ
ッ
ク
ス
前

会
長
の
渡
邉
正
幸
氏
に
は
、
か
ね
て
よ
り
病
気

療
養
中
の
と
こ
ろ
３
月
22
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
満
90
歳
）

　

渡
邉
氏
は
、
昭
和
28
年
高
校
卒
業
後
ご
実
父

の
経
営
す
る
渡
邉
タ
イ
ル
工
業
に
就
職
さ
れ
、

昭
和
44
年
に
独
立
、
板
橋
区
成
増
に
渡
邉
陶
業

　
　
　
　
　
●
資
材
・
技
術
部

　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
　
資
材
購
入
実
績

事
業
部
報
告

元
東
タ
協
理
事
長
渡
邉
正
幸
氏
が
ご
逝
去

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

を
創
業
、
そ
の
後
昭
和
46
年
３
月
に
成
増
陶
業
株

式
会
社
を
設
立
さ
れ
以
来
タ
イ
ル
工
事
業
一
筋
に

歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
組
合
活
動
に
も
積
極
的
に
参
画
さ
れ

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合
練
馬
・

板
橋
支
部
長
、
理
事
、
常
任
理
事
を
歴
任
、
平
成

17
年
５
月
か
ら
は
３
期
６
年
に
わ
た
り
理
事
長
の

要
職
を
務
め
ら
れ
、
組
合
の
事
業
運
営
は
も
と
よ

り
タ
イ
ル
工
事
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

葬
儀
は
、
板
橋
区
の
戸
田
葬
祭
場
に
お
い
て
、

４
月
３
日
（
木
）
通
夜
、
４
日
（
金
）
に
告
別
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
故
人
の
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
つ

つ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
31
回
「
建
築
・
建
材
展
２
０
２
５
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た

多
治
見
市
の
タ
イ
ル
製
造
メ
ー
カ
ー
等
が
出
店

　

年
が
明
け
て
と
思
っ
た
ら
、

は
や
３
月
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
残
念
な
が
ら

支
部
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
部
員
の

皆
様
に
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

や
は
り
支
部
会
や
支
部
行

事
、
組
合
本
部
の
会
議
等
に
は

で
き
る
だ
け
出
席
し
て
近
況
報

告
や
情
報
等
を
得
な
い
と
業
界

の
情
勢
、
動
向
が
わ
か
り
ま
せ

●
品
川
・
太
田
支
部

　

１
月
～
３
月
支
部
報
告
と
新
年
度
に
向
け
て

ん
の
で
、
特
に
最
近
そ
の
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
組
合
本
部
で
は
、
支

部
の
再
編
を
進
め
て
い
く
よ
う

で
す
。
品
川
・
太
田
支
部
と
し

て
は
支
部
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
よ
り
活
発
な
支

部
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

松
本
洋
一　

記

【
お
礼
】

　

故
父
渡
邉
正
幸
儀
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
は
ご
多
用
中
に
も
拘
わ

ら
ず
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬
下
さ
れ
且
又
霊
前
に
ご
鄭
重
な
る
御

芳
志
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

尚
故
人
が
生
前
中
に
賜
り
ま
し
た
格
別
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し

て
も
こ
こ
に
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

早
速
参
上
の
上
お
礼
申
し
上
げ
る
の
が
本
意
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
略
儀
な
が
ら
書
中
を
以
っ
て
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

（
株
）
ナ
リ
マ
ス
ヨ
シ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役　

渡
邉　

正
彦

ル
の
持
つ
独
特
の
味
わ
い
深
い

タ
イ
ル
を
展
示
し
て
お
り
、
お

客
様
に
一
生
懸
命
説
明
し
て

い
る
姿
を
拝
見
し
、
私
達
工
事

屋
も
需
要
喚
起
に
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
次
第
で

す
。

　

宜
し
け
れ
ば
読
者
の
皆
様
も

一
度
訪
問
す
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。
い
つ
も
使
っ
て
い
る

タ
イ
ル
と
違
う
も
の
が
展
示
さ

せ
て
い
る
の
で
、
新
た
な
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は

２
０
２
６
年
３
月
３
日
（
火
）
～

６
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
出
展
さ
れ
た
メ
ー

カ
ー
・
商
社
様
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。

上
島　

康
秀
・
記
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高
幡
不
動
尊
の
正
式
名
称

は
、
真
言
宗
智
山
派
別
格
本
山

高
幡
山
明
王
院
金
剛
寺
と
い

い
、
関
東
三
大
不
動
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
「
高
幡
の
お
不
動
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
お
寺
で
あ
り
、
１
１
０
０
年

前
、
平
安
時
代
初
期
に
慈
覚
大

師
円
仁
が
、
清
和
天
皇
の
勅
願

に
よ
り
こ
の
地
を
霊
場
と
定
め

て
山
中
に
不
動
堂
を
建
立
し
、

不
動
明
王
を
安
置
し
た
の
に
は

じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

２
月
２
日
（
日
）、
高
幡
不

動
尊
で
恒
例
の
「
節
分
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。（
注
釈
:
節
分

会
は
「
せ
つ
ぶ
ん
え
」
と
読
み
、

主
に
仏
教
寺
院
で
執
り
行
わ
れ

る
法
会
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
多

く
の
場
合
、
法
要
と
と
も
に
豆

撒
き
が
行
わ
れ
る
。）
節
分
は

普
通
２
月
３
日
だ
が
、
本
年
は

暦
の
ズ
レ
を
調
整
す
る
た
め
に

２
月
２
日
と
な
っ
た
。

　

例
年
、
そ
の
年
の
年
男
や
大

勢
の
有
名
人
ゲ
ス
ト
な
ど
に
よ

る
、
朱
色
の
２
階
舞
台
か
ら
の

豆
ま
き
式
が
恒
例
で
あ
り
、
今

年
は
藤
田
朋
子
さ
ん
、
風
間
ト

オ
ル
さ
ん
ら
芸
能
人
の
皆
さ
ん

が
登
場
し
、
賑
や
か
な
豆
ま
き

が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
勢
の
方
が
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
盛
大
な
豆
撒

き
式
と
な
っ
た
。

　

当
組
合
と
し
て
毎
年
の
参
加

が
恒
例
の
行
事
で
あ
り
、今
回
、

組
合
か
ら
は
森
井
政
明
理
事
長

は
じ
め
、山
﨑
秀
一
副
理
事
長
、

佐
瀬
浩
司
副
理
事
長
、
金
澤
徳

久
理
事
、
柴
髙
治
理
事
、
重
田

雄
平
理
事
、室
本
前
事
務
局
長
、

地
子
事
務
局
長
が
参
加
し
、
参

加
者
全
員
裃
・
袴
を
身
に
着
け

て
、
業
界
並
び
に
会
員
・
組
合

員
の
事
業
の
発
展
、
ご
家
族
の
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２
０
２
５
年
は
昭
和
１
０
０

年
の
年
で
あ
る
。
そ
し
て
先
の

大
戦
終
結
か
ら
80
年
の
節
目
の

年
に
な
る
。
戦
争
体
験
者
の
高

齢
化
が
進
み
戦
争
の
記
憶
は

年
々
薄
れ
、
歴
史
の
生
き
証
人

と
し
て
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
方
も
年
々
そ
の
数
を
減
ら
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
業
界
も
同
じ
こ

と
で
あ
り
、
タ
イ
ル
煉
瓦
業
界

の
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
た
諸
先

輩
の
多
く
が
、
す
で
に
泉
下
の

客
と
な
ら
れ
て
い
る
。

　

４
月
１
日
、
帰
還
船
﹃
阿
波

丸
﹄
撃
沈
事
件
か
ら
80
年
を
迎

え
、
関
係
各
所
で
慰
霊
の
法
要

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　

阿
波
丸
撃
沈
事
件
に
つ
い
て

は
、
戦
後
75
年
に
あ
た
る
令
和

２
年
７
月
号
に
も
記
し
た
が
、

事
件
か
ら
80
年
の
節
目
を
迎
え

た
今
年
、
再
度
こ
の
紙
面
で
、

技
術
者
や
技
能
工
と
し
て
徴
用

さ
れ
、
二
度
と
祖
国
日
本
の
土

を
踏
む
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ

た
我
々
の
先
輩
方
が
い
た
こ
と

を
語
り
継
ぎ
た
い
。

　

昭
和
16
年
か
ら
始
ま
っ
た
太

平
洋
戦
争（
大
東
亜
戦
争
）
の
さ

中
、
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た

日
本
軍
は
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ

オ
島
な
ど
に
ピ
ッ
チ
コ
ー
ク
ス

炉
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
築
炉
工
事
の
た
め
、
軍
命

令
に
よ
り
「
東
京
煉
瓦
タ
イ
ル

加
工
業
組
合
」
に
対
し
、
２
次

に
渡
る
工
作
派
遣
隊
の
要
請
が

あ
り
、
同
組
合
か
ら
工
作
隊
と

し
て
80
名
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
派
遣
隊
が
任
務
を
終
え

て
引
上
げ
途
中
の
昭
和
20
年
４

月
１
日
、
乗
船
し
て
い
た
帰

還
船
﹃
阿
波
丸
﹄（
ア
メ
リ
カ
に

航
行
の
安
全
を
保
障
さ
れ
て
い

た
）
が
、
台
湾
沖
で
撃
沈
さ
れ
、

乗
船
し
て
い
た
第
１
次
派
遣
隊

を
主
と
し
た
43
名
を
含
む
２
千

余
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

か
つ
て
の
東
京
煉
瓦
タ
イ
ル

加
工
業
組
合
の
流
れ
を
汲
む

「
東
京
煉
瓦
タ
イ
ル
同
業
会
」

（
現
:
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
工
業
協
同
組
合
）、「
東
京
タ

イ
ル
煉
瓦
工
労
働
組
合
」（
現
:

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
）
は
、
昭
和
32
年
に
遺
族
、

工
作
派
遣
隊
の
生
存
者
を
招
待

し
、
靖
国
神
社
に
お
い
て
盛
大

な
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
組
合
役
員
や
生
存

者
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
犠
牲

者
全
員
が
靖
国
神
社
に
合
祀
さ

れ
て
い
る
。
今
も
靖
国
神
社
に

は
両
組
合
と
東
京
都
タ
イ
ル
商

業
組
合
の
３
団
体
が
、
合
祀
を

記
念
し
て
献
納
し
た
「
社
頭
掲

示
所
」
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の

腰
石
に
は
経
緯
を
期
し
た
銘
板

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

●
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

恒
例
高
幡
不
動
尊
﹁
節
分
会
﹂
に
参
加

健
康
、
こ
の
1
年
の
安
全
を
祈

願
し
た
。

　

来
年
は
、
当
組
合
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
日
タ
煉
関
係
者
、

近
隣
友
誼
団
体
の
皆
様
な
ど
更

に
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

帰
還
船
『
阿
波
丸
』
撃
沈
事
件
か
ら
80
年

犠
牲
に
な
っ
た
業
界
人
を
偲
び
語
り
継
ぐ

阿
波
丸
撃
沈
事
件

　

太
平
洋
戦
争
中
、
ア
メ

リ
カ
政
府
の
要
請
で
、
捕

虜
と
な
っ
て
い
た
ア
メ
リ

カ
及
び
連
合
国
の
将
兵
及

び
抑
留
さ
れ
て
い
た
民
間

人
へ
の
支
援
物
資
を
輸
送

す
る
こ
と
に
な
っ
た
阿

波
丸
が
、
日
米
協
定
で
安

全
航
行
が
保
障
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
の
潜
水
艦
の
攻
撃

で
撃
沈
さ
れ
て
し
ま
っ
た

事
件
。
阿
波
丸
に
は
、
船

員
、
軍
属
、
民
間
人
等

２
０
７
０
名
が
乗
船
し
て

い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
犠
牲

者
を
上
回
り
２
０
０
０
人

を
超
え
る
世
界
史
上
最
大

の
犠
牲
者
を
出
し
た
海
難

事
故
、
生
存
者
は
攻
撃
し

た
潜
水
艦
に
救
助
さ
れ
た

１
名
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
、
船
内
で
赤
ん
坊
が
生

ま
れ
た
と
の
通
信
を
最
後

に
、
消
息
を
絶
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
悲
劇
で
あ
る
。

　

阿
波
丸
は
日
米
間
の
協

定
で
「
赤
十
字
船
」（
病
院

船
）
に
準
じ
た
保
護
が
約

束
さ
れ
、
船
体
に
は
「
緑
十

字
」
の
識
別
マ
ー
ク
が
描

か
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

軍
は
阿
波
丸
の
航
路
情
報

を
各
部
隊
に
通
知
し
、
攻

撃
し
な
い
約
束
が
さ
れ
て

い
た
は
ず
の
船
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
砌
り

南
方
に
派
遣　
阿
波
丸
並
び
に

現
地
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た

東
京
煉
瓦
加
工
業
組
合
に
属
せ
し

四
拾
数
柱
の
御
霊
の
合
同
慰
霊
祭
を

行
う
に
あ
た
り
そ
の
記
念
事
業
と
し
て

社
頭
掲
示
所
を
建
立
献
納
す
る

　
　
昭
和
三
十
二
年
十
月

　
　
　
　
東
京
煉
瓦
タ
イ
ル
同
業
会

　
　
　
　
東
京
タ
イ
ル
煉
瓦
工
労
働
組
合

　
　
　
　
東
京
都
タ
イ
ル
商
業
組
合

銘板に刻まれている文字

靖国神社

靖国神社「社頭掲示所」

阿波丸殉難者御芳名碑

増上寺「阿波丸殉難者慰霊碑」表

増上寺」

参加した面々

裃姿で

慰霊碑　裏

　

港
区
芝
の
増
上
寺
の
山
門
脇

に
あ
る
「
阿
波
丸
殉
難
者
之
碑
」

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
阿
波
丸
」

の
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
碑
だ
。

　

三
十
三
回
忌
に
当
た
る
昭
和

52
年
、
芝
の
増
上
寺
に
犠
牲
者

の
ご
遺
族
、
所
属
し
て
い
た
団

体
等
の
手
で
「
阿
波
丸
殉
難

者
合
同
慰
霊
碑
」
が
建
立
さ

れ
、
犠
牲
者
全
て
の
俗
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
54

年
、
55
年
、
56
年
に
は
、
中
国

が
引
き
上
げ
た
犠
牲
者
の
ご
遺

骨
３
６
８
柱
が
日
本
に
返
還
さ

れ
、
納
骨
さ
れ
て
い
る
。

　

建
立
か
ら
半
世
紀
近
く
経
っ

て
汚
れ
や
痛
み
が
目
立
っ
て
い

た
慰
霊
碑
が
今
年
２
月
に
修
繕

さ
れ
た
。

　

ご
遺
族
や
関
係
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
遺
族
会
も
す
で
に
解

散
す
る
な
ど
、
記
憶
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
終
戦
そ
し

て
阿
波
丸
沈
没
か
ら
80
年
と
い

う
節
目
の
今
年
、
犠
牲
者
を
悼

み
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に

す
る
こ
と
の
意
義
は
、
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
き
い

と
感
じ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
同
業
の
先
達
の
仲

間
が
、
国
の
た
め
に
殉
難
し
、

太
平
洋
の
露
と
消
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
悲
運
を
こ
の
事

実
を
語
り
継
い
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

犠
牲
者
が
合
祀
さ
れ
て
い
る

靖
国
神
社
そ
し
て
犠
牲
者
の
遺

骨
が
納
骨
さ
れ
て
い
る
増
上
寺

「
阿
波
丸
殉
難
者
の
碑
」
に
足

を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
「
阿
波
丸
事
件
」
か
ら
80
年

と
な
り
、
慰
霊
碑
が
あ
る
東
京

都
港
区
の
増
上
寺
で
13
日
、
慰

霊
法
要
が
行
わ
れ
た
。
遺
族
は

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と

起
き
な
い
よ
う
に
」
と
手
を
合

わ
せ
た
。冷
た
い
雨
が
降
る
中
、

約
40
人
が
参
列
。
遺
族
ら
で
つ

く
る「
阿
波
丸
東
京
有
志
の
会
」

代
表
で
、
外
交
官
の
父
を
亡
く

し
た
金
井
和
子
さ
ん
（
83
）
は

「
水
の
中
で
ど
ん
な
に
寒
く
、

苦
し
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
思
い

を
は
せ
「
こ
の
出
来
事
を
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら

れ
た
。

増
上
寺　
歴
史
の
記
憶
を
未
来
へ
繋
ぐ

　
﹁
阿
波
丸
殉
難
者
之
碑
﹂

４
月
13
日
増
上
寺
で
慰
霊
法
要

　
犠
牲
者
を
悼
む


